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研究成果の概要（和文）：　本研究では利用者の自発的学びを通じてエンパワーメントと学習を高める装置としての公
共図書館の可能性を自律的な学習者の活動様態を通じて実証的に明らかにした。公共図書館の自発的学びとエンパワー
メントの史的展開を検討し分析モデルを構築した。次いで特定の学習グループに焦点を当て、自主刊行メディアの内容
分析を通じて活動内容を明らかにした。さらに参加者にとっての活動の意味を同定するために、長期活動者のオーラル
ヒストリーのミクロ分析を通して学習コミュニティと自律的学習の構築プロセスを討究した。本研究の独創性は、公共
図書館における自主的学習活動とエンパワーメントモデルを、その実質とともに提示した点にある。

研究成果の概要（英文）：This study examines the potential for public libraries to act as mechanisms for 
boosting the empowerment and autonomous learning efforts of participants. It also provides a broad 
picture of independent learners via an examination of the actual content of their activities. After 
considering the history of autonomous learning activities and empowerment in public libraries, analysis 
models are constructed. To clarify the substantial content of autonomous learning activities, the author 
chose a specific group and traced their history through a content analysis of self-published documents. 
In addition to identifying the meaning of these activities to the participants, a micro approach that 
focuses on the creation process of autonomous learning is conducted through analysis of oral history 
provided by a longtime activist. The originality of this study lies in its presentation of autonomous 
lifelong learning activities and empowerment models alongside the tangible presence of a learner.
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１．研究開始当初の背景 
（1）現代の公共図書館は学習支援・ビジネ

ス支援・文化プログラムの実施など、資料提

供以外の複数の機能を持つようになってい

る。こうした多様な活動は広く住民の支持を

得ており、公共図書館は地域社会において一

定の存在意義を認められている。その一方で

公共図書館の役割が拡大化することによっ

て、中心的な機能がとらえにくくなっている。

また図書館以外の関連セクターによる情報

サービスの提供、電子書籍の普及、インター

ネットの検索サイトの進化などにより、図書

館の求心力が相対的に弱体化している。こう

した状況にあって公共図書館の存在意義を

明確にしその理念基盤を再構築することが

強く求められている。 

 

（2）公共図書館は伝統的に自主学習グルー

プのエンパワーメントの場として機能して

きた。とりわけ日本では「公共図書館それ自

体」を学びの対象とし、図書館の在り方を追

究する市民グループが半世紀にわたり活動

を展開している。これは 1960 年代後半から

自主的に発生した図書館設置運動に関連し

て、図書館作りに関わる市民の自主的な勉強

会として生まれ、図書館設立後も活動を続け

今日に至っているものである。活動者は圧倒

的に女性が多く長期活動者が多いことが特

徴である。 

 

(3) 公共図書館を拠点にした女性の自発的学

習やエンパワーメントに関しては、近年、北

欧諸国における移民女性の図書館利用に関

連づけた研究がみられるようになっている

（R.A. Audunson et al, “Public libraries: A 

meeting place for immigrant women?”

Library & Information Science Research 33 

(3), 2011, p.220-227.他）日本では公共図書館

における女性の自発的な学習の歴史は、学習

者自身の手によって報告書という形で記録

されてきた。また公共図書館を拠点とした学

習活動の前身となった図書館作り市民運動

を扱った文献は多数存在する。（東村山市立

図書館編集『文庫を生きる』（東村山市, 1978, 

195p.他）しかしこれらの活動を対象とした

学術研究は Hotta の博士論文（Ann Miyoko 

Hotta Children, Books, and Children's 

Bunko: A Study of an Art World in the 

Japanese Context. PhD. University of 

California at Berkeley, 1995）など少数の例

外を除いてほとんど行われていない。 

 

２．研究の目的 

（1）本研究では、生涯学習機関としての公

共図書館の役割に関する実証的な研究を行

う。公共図書館は生涯学習をその存在意義の

中心に掲げ、住民のニーズに合わせた学習支

援を行ってきた。公共図書館における生涯学

習は幅広い射程を持つ活動として展開され

ている。本研究では公共図書館に特徴的に見

られる、図書館を拠点とした女性のエンパワ

ーメントに関わる活動および図書館自体を

学びの対象とした自主的活動に着目し、その

実践を公共図書館固有の生涯学習の様態と

してとらえた上で、そうした学習活動のプロ

セスと成果を実証的に明らかにすることを

目的とする。 

 

（2）（1）の解明によって、女性の自発的学

習実践が他機関によって代替できない生涯

学習機関としての図書館固有の性質と結び

ついた活動であることを示すことで学習の

場としての図書館固有の性質を解明し、生涯

学習機関としての公共図書館の持つ潜在的

可能性を提示する。 

 

３．研究の方法 

（1）公共図書館に特徴的な女性の自発的な

学びとエンパワーメントにかかわる実践活

動を、公共図書館理念の普遍性と設置地域



（日本、アメリカ、北欧）における個別性に

留意しながら、その全体像を文献調査によっ

て整理した。 

 

（2）（1）の結果から、日本の公共図書館に

おいて展開されてきた図書館作り運動から

現在の図書館支援活動を、図書館自体を学び

の対象とした主体的な学習活動としてとら

え、特定の学習グループに焦点を当て、対象

グループの史的展開を踏まえてその活動の

全体像を実証的に分析した。 

 

（3）日本の公共図書館において、図書館を

学びのテーマとして自発的学習に取り組ん

できた特定グループに焦点を当てその活動

史と活動実態をメンバーによって蓄積され

た活動記録データから明らかにするため、自

主発行定期刊行物の内容分析を行った。 

 

（4）日本の公共図書館において、図書館を

学びのテーマとして自発的学習に取り組ん

できた特定グループの長期活動者へのイン

タビューを行ない、その学びの中核をなす実

践と理念を言説の分析から実証的に解明し

た。インタビューにおいて質的調査法の一手

法であるライフヒストリーインタビューを

導入し、事前にインタビューの中心となる質

問を設定し、インタビュー時の会話を手掛か

りに質問項目を構築していく半構造化イン

タビューを行なった。 

 

４．研究成果 

（1）公共図書館における「女性の自発的学

び」という営為を明らかにするため、これま

での活動実践を史的展開（20 世紀初頭から現

在まで）および地域的展開（日本・アメリカ・

北欧）を視野に入れて分析し、公共図書館に

特徴的な女性の自発的な学びとエンパワー

メントにかかわる実践活動を整理し、本研究

の分析モデルの構築を行なった。 

  

（2）日本の公共図書館において展開されて

きた図書館作り運動から現在の図書館支援

活動を、図書館自体を学びの対象とした主体

的な学習活動としてとらえ、史的展開を踏ま

えその全体像を検討した。そして公共図書館

が生涯学習装置として持つ普遍的／基本的

機能の中に女性のエンパワーメント支援が

含まれていることを明らかにした。 

 

（3）日本の公共図書館において、図書館を

学びのテーマとして自発的学習に取り組ん

できた特定グループに焦点を当て、図書館に

関わる自主学習に関わる記録資料を入手し

た。収集した自主刊行資料の分析を行い、「図

書館に関する主体的学び」の表出をグループ

メンバーの記録データから抽出することに

より、自律的学びの実質的な内容を実証的に

明らかにした。 

 

（4）日本の公共図書館において図書館をテ

ーマに自発的学習に取り組んできた長期活

動者へのインタビューを実施した。インタビ

ューではライフヒストリーを射程に入れつ

つ、①活動のきっかけ、②活動の歩み、③図

書館との関わりなどを中心に調査を行ない、

活動者の生活と主体的な学びの関わり、活動

者による自主学習活動と図書館への意味付

けに関わる言説を抽出し、ジェンダーとエン

パワーメントを鍵概念として分析を行った。 

 

（5）（1）から（4）を通じた公共図書館にお

ける生涯学習とジェンダーに着目したマク

ロな視点と活動者の個人の学びの軌跡に焦

点を当てたミクロな分析とを重ね合わせた

結果、研究対象となる自主的学習グループの

活動者が、公共図書館という活動の拠点を基

盤として自分たちで学習を組み立てていく

能動的学習者となっていく軌跡を同定する

ことができた。研究対象となった活動実践は、



公共図書館における自己学習の潜在的可能

性を映し出したものであり、公共図書館の生

涯学習機関としての存在意義を実証してい

る。本研究において公共図書館における自発

的学習の様態をジェンダーとエンパワーメ

ントの視点から分析することで、女性の自発

的学習実践が他機関によって代替できない

生涯学習機関としての図書館固有の性質と

結びついた活動であることを解明したこと

によって、生涯学習機関としての図書館の進

路について、具体的な方向性を示した。 
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